
この他、同一の運動を集団で実施できるフロア、又はプールのいずれか  

の設備を有していることが望ましいこと。  

② 多様な運動プログラムを取り入れた運動指導を2年以上行っている者が   

運営する施設であること。  

（オ）実務経験の内容  

（ェ）に定める施設において、心肺機能の向上や筋力トレーニングなど、健康   

の維持、増進を目的とする運動指導に従事している（していた）ことを条件  

とする。  

（カ）実務経験の証明   

① 対象者が勤務経験を有する法人等の代表者は、別に様式を定める実務経  

験証明書に署名又は記名押印し、証明すること。  

なお、実務経験証明書は勤務経験のある法人等ごとに作成すること。   

② 対象者が個人で活動している場合は、別に様式を定める実務経験証明書  

に主として指導を行っている（行っていた）施設の代表者の証明を得ると  

ともに、活動履歴を記した資料を作成すること。  

（キ）実務経験の審査  

提出された実務経験証明書に基づき、財団で受験の適否を審査し、決定す  

る。  

（ク） その他  

実務経験の証明に際し、虚偽の申請が行われた場合は、受験を認めない場   

合があるほか、合格後であってもこれを取消す場合がある。  

（5）登録更新時講習の充実  

ア 基本的な考え方  

指導士及び実践指導者制度においては、5年毎の登録更新制度を設けてお  

り、更新を希望する者（以下「更新希望者」という。）は、財団が指定する様々  

な講習会の中から選択した講座を所定の時間数受講することとなっているが、  

新養成カリキュラムを踏まえつつ、最新の科学的知見に基づく知識及び技能  

並びに行動変容を促す実践指導力を高めることを目的として、登録更新時講  

習の充実を図る。  
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イ 具体的な見直し内容  

全ての更新泰望者に受講を義務付ける「基礎講座」と、複数の科目から選   

択できる「専門講座」により構成する。  

「基礎講座」は運動指導に係る最新の科学的知見や政策動向等、「専門講座」   

は医療関係、フィットネス関係、介護・福祉関係、児童関係、管理関係等各   

分野における最新の動向等を内容とし、いずれも■、適宜、実習を組み合わせ  

たものとする。  

（ア）講座の開催主体  

「基礎講座」は、主に財団、関係公益法人が実施する。  

「専門講座」は、財団による総合調整の下、関係公益法人、関係学会、関   

係職能団体、企業等が実施するものとし、多様な内容の講座を揃えるものと  

する。  

財団では、毎年3月末までに各団体からの申請を受けて、それぞれが実施   

を予定している講演会、講座、研修会等の内容を判断し、適当と認めるもの   

を登録更新時講習の対象講座として認定の上、ホームページ等を通じて更新  

希望者に受講案内を行う。  

（イ）受講等の手順  

更新希望者は、財団が作成する基礎講座・専門講座一覧の中から希望する   

講座を選定し、当該講座の申込窓口に自ら参加を申し込むこととする。  
また、受講後、必ず当該講座を受講したことを示す書類を当該講座の実施  

者から得るものとする。  

（ウ）必要単位数  

登録更新に必要な単位数については、指導士は20単位、実践指導者は   

10単位とするが、養成カリキュラムの内容充実、登録更新時講習の開催状   

況等を踏まえ、その拡充を検討する。  

（エ）受講時期  

登録証に記載された登録日から3年を経過した日以降に受講することを原  

則とする。  

（6）その他の見直し  

ア 講師評価制度の導入  

養成講習会及び登録更新時講習の内容を、より効果的で充実したものとし  

ていくため、各科目を担当する講師の評価制度を導入することとする。  
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（ア）評価方法  

科目毎に受講者へのアンケート調査を行い、その結果を基に財団が別途設   

ける委員会において各講師を評価する。  

（イ）評価結果  

委員会における評価を踏まえ、必要に応じ講師に講義・実習内容の改善を   

求めるとともに、別途定める評価基準を下回る者については、次年度以降、   

講師を依頼しない場合もあることとする。  

イ その他  

禁煙は生活習慣病予防の重要な要素であることにかんがみ、今回の制度見   

直しを契機として、指導士及び実践指導者の受験資格に、非喫煙者であるこ  

とが望ましい旨明記することとする。  

（7）実施時期  

指導士制度の見直しについては、平成18年度を準備及び周知期間とし、平  

成19年度から実施する。  
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5 中長期的な検討課題   

現行制度では、健康運動指導士は“運動プログラムの作成”、健康運動実践指  

導者は“実践指導”を職務としているが、実際の運動指導の現場においては、互  

いの業務を一人で担うなど、明確な分業体制となっていないケースが多く見受け  

られる。   

委員会では、両者の現状及び今後の運動指導者に期待される役割を踏まえ、運  

動指導業務における両者の関係、役割分担の在り方等についても検討を行った。   

その中では、現行制度の下で事業を円滑に進めているケースもあること、また、  

今回の見直しの実施状況を勘案する必要があることから、この問題については中  

長期的な検討課題として位置付けることとした。  
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参考1健康運動指導士・健康運動実践指導者の現状について  

1 健康運動指導士の概要  

① 役 割 個々人の心身の状態に応じた、安全で効果的な運動を実施するための運動プロ  

グラムの作成及び指導を行うもの  

② 資格取得 養成講習会96単位（144時間）受講＋試験  

■ 健康運動実践指導者の概要  

① 役 割・健康づくりを目的に作成された連動プログラムに基づき、運動の実践指導を実施  

② 取得方法・養成講習会33単位（49．5時間）受講＋試験  

・養成校（118校）卒業（見込み）＋試験  

○財団では、生涯を通じた国民の健康づくりに寄与するため、厚生労働大臣の認定   

事業として、昭和63年から「健康運動指導士」、平成元年から「健康運動実践指   

導者」の養成事業を行ってきた。  

○認定制度は平成17年度をもって廃止されたが、平成18年度以降は、財団独自   

の事業として継続し、国民の期待に応える運動指導の専門家を育成していく。  

温 健康運動指導士の活動状況  平成8年4月1瑚庄  

モの池  く）  
電邑8賢増1盆竜ツター  

ま呆財貯  
袋批ブタ・－≒蚤  

1．727人．  

ア＝1しサックク5ブ  
フィットネ：ス．ク‾亡コフ■  

皇．芦息l三人こ 

全 国 20．097 人  
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参考2 都道府県別健康運動指導士・健康運動実践指導者養成人員  

（H18．4．1現在）  

都道府県名   指導士   指導者   都道府県名  指導士   指導者   

北海道   240   770  京 都   238   418   

青 奉   101   108  大 阪   744   1，752   

岩 手   93   297  兵 庫   440   1，155   

宮 城   191   469  奈 良   122   292   

秋 田   55   68  和歌山   72   99   

山 形   119   193  鳥 取   54   89   

福 島   132   151  島 根   72   110   

茨 城   214   377  岡 山   289   509   

栃 木   151   227  広 島   261   422   

群 馬   133   149  山 口   99   239   

椅 玉   585   1，168  徳 島   88   68   

千 葉   489   882  香 川   101   129   

東 京   1，337   2，146  愛 媛   206   

815   神奈川  1，430  高 知   51   63   

新 潟   155   288  福 岡   531   757   

富 山   96   281  佐 賀   85   87   

石 川   102   119  長 崎   108   103   

福 井   115   68  熊 本   139   318   

山 梨   90   112  大 分   73   119   

長 野   228   265  宮 崎   105   142   

岐 阜   153   324  鹿児島   174   180   

静 岡   279   666  沖 縄   145   118   

愛 知   614   1，605  その他   

290  

滋 賀   109   268  合 計   10，857   20，097   
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参考3 現行の養成講習会受講資格  

1健康運動指導士養成講習会受講資格  

① 保健師、管理栄養士の資格を有している者  

② 4年制体育系大学（教育学部保健体育学科含む。）及び医学部保鹿学科  

の卒業者（卒業見込者を含む。以下同じ。）  

③ 看護師、理学療法士、作業療法士又は臨床検査技師の資格保有者であっ  

て、4年制大学卒業者又は資格取得後1年以上運動指導に従事した経験  

のある者  

④ 栄養士、准看護師、あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゆう師又は柔  

道整復師資格の保有者であって、4年制大学卒業者又は資格取得後2年  

以上運動指導に従事した経験のある者  

⑤ 体育系短期大学又は体育系専修学校（2年制）卒業者であって、卒業後  

2年以上運動指導に従事した経験のある者  

⑥ ②に掲げる大学以外の大学（4年制）又は体育系専修学校（1年制）の  

卒業者であって、卒業後3年以上運動指導に従事した経験のある者  

⑦ 5年以上運動指導に従事した経験のある者  

⑧ 健康運動実践指導者の称号を有する看であって、称号取得後1年以上運  

動指導に従事した経験のある者  

⑨1から8までと同等以上の能力を有すると認められる者  

2 健康運動実践指導者養成講習会受講資格  

① 体育系短期大学又は体育系専修学校（2年制）若しくはこれと同等以上   

の学校の卒業者（卒業見込みを含む。）  

② 3年以上運動指導に従事した経験のある者  

③ ①、②と同等以上の能力を有すると認められる者（例＝運動指導を行う   

とする下記の有資格者  

保健師 管理栄養士 栄養士 看護師 准看護師 理学療法士  

作業療法士 臨床検査技師 あん摩マッサージ指圧師 はり師  

きゆう師 柔道整復師 健康運動指導士 運動指導専門研修修  

了者（ヘルスケア・トレーナー） アスレティツクトレーナー  
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参考4 健康づくりのための運動指導者普及定着方策検討委員会設置要綱  

（設  置）  

第1条 健康運動指導士及び健康運動実践指導者の今後の普及定着方策の樹立に資す   

るため「健康づくりのための運動指導者普及定着方策検討委員会」（以下「委員会」   

という。）を置く。  

（所掌事務）  

第2条 検討委員会は、前条の趣旨に則り、財団法人 健康・体力づくり事業財団理   

事長（以下「理事長」という。）の諮問に応じて、健康運動指導士及び健康運動実践   

指導者の普及定着について必要な意見を述べ、または提案を行う。  

（組  織）  

第3条 委員会は、委員10人以内で組織する。   

2  委員の任期は、平成17年度末までとする。   

3  委員及び専門委員は、関係者、学識経験者のうちから理事長が委嘱する。  

（組  織）  

第4条 委員会に委員長を置く。   

2  委員長は、委員の互選によって定める。   

3  委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。   

4  委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を  

代行する。  

（会  議）  

第5条 委員会は、委員長が招集する。  

（庶  務）  

第6条 委員会の庶務は、指導者養成部において処理する。  

（雑  則）  

第7条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が   

別に定める。  

附  則  

この要綱は、平成17年7月1日から施行する。  
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健康づくりのための運動指導者普及定着方策検討委員会委員名簿  

［50音順／敬称略］  

氏 名   所 属・役職   

石井 喜八   元日本体育大学大学院教授   

川久保 清   共立女子大学家政学部教授   

斎藤 敏一   社団法人日本フィットネス産業協会理事  

（株式会社 ルネサンス代表取締役社長）   

◎田畑 泉   独立行政法入国立健康・栄養研究所  

健康増進プログラムリーダー   

樋口 満   早稲田大学スポーツ科学学術院教書受   

古屋 武範   株式会社クラブビジネスジャパン代表取締役   

朴澤 泰治   体育大学協議会会長（学校法人朴沢学園 理事長）   

三井 外喜和  財団法人北陸体力科学研究所健康・スポーツ課長   

元持 茂   NPO法人日本健康運動指導士会専務理事   

中島 誠（げサす－ハe－）   厚生労働省大臣官房参事官（健康・医療保険担当）   

◎は委員長  
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（別紙1）  
断カリキュラム  

健康運勤鱒導士養成カリキュラム新旧対照表  
現代かノキュう⊥  

叫■   鴫■   ■k●  雷ヰ■   ■■   ■邑t  

ll■  ■■  」■■  轟；t   

1札止づくり鑑質轡鈷珊   ■■う（リ■■   1．t■ttヒ縫（コ）   ■▲づくり島貫嵐塩・運動托針・蔓艶断筆量   
遭勤播州・運動■撫  鮭▲のた壬．E写生捜  

生靂℡す■と運b庄事  介王■千拝唱   
之．屯l廣ttせ畠（ュ〉   ■廣の亡王、露事法嬢   乙手動生t拳…】   tさ慕と王勤tりIZ）   之  

生羞書吐■抜鵠  ■1さ裏上玉赴い】はl  王  

介旺亨臆絶品  血簾上壬蝕（t）は）  2  

ユ．主意■旋■l成人■）いJ）   ′ナポリツクシンドロ・－ム   書経毛と正一l＝＝幻  王  

亡羊丘（り（む  2  書≠広慕と正員【りほI  2  

■血圧貞皿伽は  王  内分泌■と覆■  
■ホ血虚l冨露吐血庄）‖（ヱ）   2  体i凡鮪と覆■  

■尾■い〉ほl  王  ＊中1牧・暮断の耳蝕 ・  

虚▲性心扶壬（l〉（2）  ヱ  t労と■■  

書鶴粘度  3．蒙饗緻牡と；■句（h■嫌℡王）  暮生蒼と也l■王b   

凧跡リウマチと文彩性蘭防塵  ∬tとt血の■■  

4．在勤生t事いか   吐嶋纂と蓋鞠   エネルギー一代欄ヰとま蜘托■  

糟耳♯慕と1蝕＝は）  之  身体■戚上箋欄  
書経慕と箋鴨l】）（王〉   2  ■集塵とその疇t川（引  

書憾筋裏と正b＝（む  l  亡！■雷l責の捜生  

内分泌纂と覆輪  ●．tた靡Itとバイオ■メカニクス （蝕 
遷・勤惰の力事〉（I）   

ib中のエ事ルキー・暮甘代剛（■芳書む）  身体儀立と力筆内手■事せ、書≠拡の力簡■  

道軸と先度k  叫肇杜（食む■▼徽〉の鴫断基軸  

Tユ1慎と靂鴨  上鵬の鯖駈荘■  
水中可■と運tl  奪権と山河の電蝕  

5．機能胴刑とバイオメねニクス 【基軸－b作の力王＝t）  隕断連動と主■正軸   ・・・・・1・J  

身体≠遽と力宇l勺鵡執事甲、書籍払の力叩敵  全書遭軌と仕事・エネルギー  
払致Il（富む■甲★〉の断碑連動  は上での王Il・蝕炸各Ii  

上肢の恥師事h  水中・水泳壬b  

脊柱とl■職の連戦  S．加齢と旺暮l書む介饗千肪） （川嶋】藁■封  t少年嘲の成長彙Tとトレーニング   

・‥ ・… ◆  女性の体力・主軸能力の鱗■とトレーニンケ  
全員連nと仕事・エネルギー  加齢に伴う体力の色銘文1とトレー＝ンケ  

は上での連動・動作亀Ii（歩行〉  介旺予断と手島川（わ  2  

水中・水洗運動  6．生玉t慎■（慮人蠣）とモの予断 （刑  隻語丁慎■覿蜂  

6．髄書づくり運動のt騰  
ll■■り   トレーニング出払   I亡先住  

トレーニング曇件と丘拓・トレーニンク肇丘  罵血圧塵   
応力と杭且増強のトレーニング鼻輪とモの1払稟  ホ鷹血丘と古井軌血さ  
信′くっーと応持久力トレーニンクの曇経とモの勤王  ■血性心痍丘  
全書運動lこよるエ丁【】ビックトレー・ニング  ■■■  

▼書の返勤能力のtlセとトレーニング  書籍七色  
書少年期の戒1集▼とトレーニング  間跡リウマチとモl多蜘師虚  

女性の体か連動性力のII爬とトレーニンケ  生ま℡サ蠣と正tl¢事  

加齢に揮う体力の且鳥雛壇とトレーニング  7心電■、正也■簡Il■ほ1  心電血の纂■と柁旺法t安静嶋心t匂の扶み方）  

7 運粉k暮と千妨t5）   R14相亨上千鵬（t）ほ〉  2  ■tl■■ll■のt■   

れIヰ的臨書上Il  且．連動t幣tlll纂■HI l壬■心t魯■tO供用量丁る〉  手動■ホI一書纂■（l）一川）    4  
lH4的柏書下蚊l■壬量む）  i．t蝕■育と予鮪川〉   円l司杓■写と予断＝Iほ）   ヱ  
外事q的ね書 ★1  外Il的良書上旺  

外用的甘薯■  
丘．体力れ支とl雷名  
Ⅷ‖引ほほMl   体力と環戦艦力（れ良筆薫卜体力慣瓜羊＃の葡走法   外I41別■亨下旺l暮以外〉  

フィールドテストの真書中年書tl）t2）  l  れ闘的傷警 一札  
罵齢tの体力測量法II専久力）  10．吐犀つくり正tもの書抜と貫胃  トレーニング撫臨   

苫It書の体力■I文法【筋力〉  【鱗■l繋書l巾   トレーニンケ豪打と反応・トレーニングー度  
介丑予畔にl郎■‾ーも体力測定法とそのII声（りは）  応力と石畳け鶴のトレー＝ンケ鼻輪とその勤王  

身体絶慮の力走  忘パワーと筋廿久カトレーニングの■絶とその鋤膚  
9．旺慮づくり道麟の菓胃  
一貫音量2〉   ストレッチンケと生軟体払の★■  ●蔓■によもエアロビックトレーニンケ  

体ほぐLと積払連戦  ■亨事の蔓軌魅力の職■とトレーニング  
ウオーキングとジョギングーりは〉  ‡  ストレッチンケと■政体換の纂林  
エアロビツクダン入日lむ  ま  動瞥づくりと鶴肇運動  
水中・水濃基軸い）ほ】  王  ウオ・－キングとジさギング（1）ほ）  ヱ  
n的レジスタンストレー＝ング  エアロビツクダンス＝＝封  

Z  

動的レジスタンストレーニンケ  水中・水泳運勤（1‖引  l  

介址予断と運動tりIIl  之  n嶋レジスタンストレーニング  

瞳廣量暮拓也■覆叫事冒【10〉  l℡  動的レジスタンストレーニング   
1D 緻象鶴伍（切換！真書王l  憬1野生董（り【2）   11．連戦と心の血■撫遭15〉  心の庇■鶴＝＝引   ヱ  

外Il的熟モ＝）ほ）  q■づくり蔓勤とカウンセリング  

11．運勧フログラムの青書 I鴎■丁■tl）  皿鯵ヰtの挟み方及び勤1事1モ川くか  運■行動甘さのt絵と井Flりほ〉  ヱ  
正也のためのメディカルチェックの1■性   1之．運動ブロゲラ⊥の■t川l  蔓軌相手事の立場からメディカルチェックモどう考えるか   

心モ匝の慕饗と記牲まほn嶋心電蝕の怯み方）  埠q正勤・王墓戦・警t壬軸の腑進と生モ丹比序  

運勤プログうム作成のt縫tt）ほ）  之  曇t＝＊媚・ストレッチと畦鶏丘の圭■事軸  

瓜薫曹の運輸プログラム作成上の注量  心拍数によも覆輪プロケうム作戚  
ま牙℡慎■【成人■〉に椚ナる事切ぢ壬勤忙法  

I  下島間絵岬のプログラム一件正とトレーニンケ蝕先のポモIr轟  

12．有職1荷江牡t嬢畦l東℡4I  1tl■れl暮■の暮■  甘けトレーニングM間牲の弘王と■覇漸増法  

正馳■衝l糾l芙℡い）－14）   l      15体力勤王とII」暮（丑■l芙℡之〉  体力と運輸虻力l爪凰t蕎卜体力m成tfの椚モ生  

13．蓬勤行勤王容の曙掠と露曙 一■一  正勤行勤王亭の手垢と箕拝It）は）（ユ）   1  運動電力の分最と判文法（フィールドテストI  

14．香払と心のt木嶋遭川〉  心の皿慮持   フィールドテストの冥tく1＝引   2  

艶庸づくり運動とカウンセリング  体か違bた力のtIt（昧t†仏書I  
ストレス丁七えメントと粥塾生  
【宇煙肋I一事雪い＝lはI  2  体力と運動虻力のプロフィール作庇法と拝価   

15．栄華l拝bと運動  
（廿■l■tり   量土語と也正道勤   14救急敗亡（4l   性急霧土法川lヱl   

漬虹とt職の馳m  外I】的製缶tl〉（2l   

蒙蓼雫の徽駄と代報  

■体透馳最の重量比とモの罵■…ほ）  

簑±・食事丁七入メント（食む広敷t舛f＝りは〉  

針  
2   

ーl   

打  －1   
I  



（別紙2）   

＊表中、空欄が受講免除科目  
保健師・管理栄養士等に係る養成講座科目一部免除  

4年利休育  

養成凛座の科目   項眉   
保促師  管理栄養士   系大学等牢 菓（卒業見込  

み）者   

1．健康づくり施策概論（3）   健康づくり施策  
運動指針・運動基準  
生活習慣病と運動疫学  

之．健康管理概論（3）   健康の概念、医事法規  
生活習慣病概論  
介護予防概論  

3．生活習債病（成人病）（12）   メタポリックシンドローム 
肥嘉症（1）（2）  2  2  

高血圧症（り（之）  2 2  

高脂血症（高尿酸血症）（1）（2）  2  

糖尿病（り（之）  2  2  

虚血性心疾患（り（2）  2  2  

骨組軽症  
関節リウマチと変形性関節症  

4．運動生理学（12）   呼吸器系と運動（り  

循環器系と運動（1）（2）  

神経系と運動（1）（2）  

骨格筋系と運動（1）（2）  

内分泌系と運動  
運動中のエネルギー・基質代謝（疲労含む）  
運動と免疫能  
高温環境と運動  
水中環境と運動  

5．機能解剖と／くイオメカニクス  
（運動・動作の力源）（9）   関節運動と全身運動  

身体構造と力学的運動要因、骨格筋の力特徴  
頭頚部（含む肩甲帯）の関節運動  
上肢の関節運動  
脊柱と胸郭の運動  
骨盤と股関節の運動  1 

全身運動と仕事・エネルギー  
陸上での運動・動作各論（歩行）  

水中・水泳運動   
6．健康づくり運動の理論（講義9）   トレーニング概論  

トレーニング条件と反応・トレーニング強度  
筋力と筋圭増強のトレーニング条件とその効果  
筋パワーと筋持久力トレーニングの条件とその効果  
全身運動によるエアロビックトレーニング  
障害者の運動能力の特徴とトレーニング   
青少年期の成長発育とトレーニンウ   
女性の体力・運動能力の特徴とトレーニング   

個  
別  

加齢に伴う体力の自然減退とトレーニング   に  
7．運動障害と予防（5）   内科的障害と予防（り（2）  判  

外科的傷害上肢  断  

外科的傷害下肢（膝を含む）  
外科的保琶：脊楕  

8．体力測定と評価（講義3実習6）   体力と運動能力（構成要素）・体力構成要素の測定  
フィールドテストの実習中年者（1）（2）  2  2 

高齢者の体力測定法（持久力） 
高齢者の体力測定法（筋力）  t  

介護予防に関連する体力測定法とその評価（り（2）  2  2  

身体組成の測定   
9．健康づくり運動の実際（実習22）   ストレッチングと柔軟体操の実際  

体ほぐしと補強運動  
ウオーキングとジョギング（り（2）  2  

エアロビツクダンス（1）（2）  

水中・水泳運動（り（2）  2  2  

静的レジスタンストレーニンケ  
動的レジスタンストレーニング  

介護予防と連動（1）（2）   2   （2）  

健康産業施設等現場実習（10）   10   10   （10）   

10．救急処置（講蕎2実習2）   救急蘇生法（り（2）  

外科的処置（り（2）  

11．運動プログラムの管理  
（講蔓一案習6）   

健診結果の読み方及び効果判定（り（2）   2   2   2   2  

運動のためのメディカルチェックの重要性 
心電図の基礎と記録法（安静時■b電画の読み方）   
運動プログラム作成の理論（り（2）   2   2   2   2  

服薬音の運動プログラム作成上の注意   
生活習慣病（成人病）に対する適切な運動療法  
（プログラム作成実習）（l）－（6）   

6   6   6   6   

12．運動負荷試験（講義1、実習4）   運動負荷試験の実際   
運動負荷試験実習（1）－（4）   4   4   4   

13．運動行動変容の理論と実際  
（読経6実習1）   

運動行動変容の理論と実際（1）（2）（3）   3   3   3   3   

14．運動と心の健康増進（4）   心の健康論  
健康づくり運動とカウンセリシグ  
ストレスアセスメントと対処法（喫煙間態を含む）（り（2）  

15．栄養摂取と運動（講義6実習1）   食生活と健康運勤  
消化と吸収の機構  
栄養素の機能と代謝  
身体活動量の定量法とその実際（1）（2）  
栄養・食事アセスメント（含む低栄養対策）（り（2）  

計  【講義78実習42 計120単位】  6g   6g  44（56）   40  

免除単位数合計  5l   51  76（64）   80  



（別紙3）  

実務経験者に係る受講科目  

体育系大学  
項月  

等卒＋経験  
養成講座の科日  

年数2年以上   

1．健康づくり施策概論（3）   健康づくり施薫   ロ   

運動指針・運動基準   
生活習慣廟と連動疫学   

2．健康管理概論（3）   健康の概念、医事法規   
生活習慣病概論   

介護予防概論   

3，生活習慣病（成人病）（12）   メタポリッウシンドローム   

肥満症（1）（2）   2   2  

高血圧症（り（2）   2   2   2  

高脂血症（高尿酸血症）（1）（2）   2   

糖尿病（1）（2）   2   2   2  

虚血性心疾患（り（2）   2   2   2  

骨組軽症  
関節リウマチと変形性関節症   

4．運動生理学（12）   呼吸器系と運動（1）  

循環器系と運動（1）（2）  

神経系と運動（1）（2）  

骨格筋系と運動（り（2）  

内分泌系と連動  
運動中のエネルギー・基質代謝（疲労含む）  
運動と免疫能  
高温環境と運動  
水中環境と運動  

5．楼能解剖とバイオメカニクス  
（運動・動作の力源）（g）   

関節運動と全身運動  

身体構造と力学的運動要因、骨格筋の力特徴  
頭頚部（含む肩甲帯）の関節運動  
上肢の関節連動  
脊柱と胸郭の運動  
骨盤と股関節の運動  
全身運動と仕事・エネルギー  
陸上での運動・動作各論（歩行）  

水中・水泳運動  
6．健康づくり運動の理論（講象9）   トレーニング概論  

トレーニング条件と反応・トレーニング強度  
筋力と筋量増強のトレーニング条件とその効果  
筋′くワーと筋持久力トレーニングの条件とその効果  
全身運動によるエアロビックトレーニング  
障害者の運動能力の特徴とトレーニング  
青少年期の成長発育とトレーニング  
女性の体力・運動能力の特徴とトレーニング  
加齢に伴う体力の自然減退とトレーニング  

7．運動障害と予防（5）   内科的障害と予防（り（2）  

外科的傷害上肢  
外科的傷害下肢（膝を含む）  
外科的傷害脊椎  

8．体力測定と評価（講義3実習6）   体力と運動能力（構成要素）・体力構成要素の測定法  
フィールドテストの実習中年者（り（2）  
高齢者の体力測定法（持久力）  
高齢者の体力測定法（筋力）  
介護予防に関連する体力測定法とその評価（り（2）  

身体組成の測定  
9．健康づくり運動の実際（実習之2）   ストレッチングと柔軟体操の実際  

体ほぐしと補強運動  
ウオーキングとジョギング（1）（2）  

エアロビツクダンス（1）（2）  

水中・水泳連動（1）（2）  

静的レジスタンストレーニング  
動的レジスタンストレーニング  

介王王予防と運動（1）（2）  

健康産業施設等現場実習（10）  
10．救急処置（講義2実習2）   救急蘇生法（1）（2）  

外科的処置（り（2）  

11．運動プログラムの管理  
（講義7実習6）   

健診結果の重義み方及び効果判定（り（2）  

運動のためのメディカルチェックの重要性  
心電図の基礎と‡己録法（安静時心電図の読み方）  
運動プログラム作成の理論（1）（2）  

服薬者の運動プログラム作成上の注意  
生活習慣病（成人病）に対する適切な運動療法  
（プログラム作成実習）（り－（6）   

12．運動負荷書式験（講裏し実習4）   運動負荷試験の実際  
運動負荷試験実習（1）－（4）   

13．運動行動変容の理論と実際  
（講義6実習り   

運動行動変容の理論と実際（り（2）（3）   3   3   3   

14．運動と心の健康増進（4）   心の健康論  
健康づくり連動とカウンセリング  
ストレスアセスメントと対処法（喫煙間増を含む）（1）（2）  

15．栄養摂取と運勤（講義6実習1）   食生活と健康運動  
消化と吸収の機構  
栄養素の枚能と代謝  
身体活動量の定量法とその実際（1）（2）  
栄養・食事アセスメント（含む低栄養対策）（り（2）  

計  【議長78実習42 計120単位】  24   24   24   

免除単位数合計  96   96   96  




